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＜平成３０年５月発行第９号＞ 

 

顕彰会だより第９号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 正 木 尚 文 

今冬は厳寒と大雪に見舞われましたが、ようやく初夏の便りが聞こえて

くる季節となりました。当顕彰会には日頃より多大なご協力を賜りまして、

諸事業も計画に沿い実施できましたことに心より感謝申し上げる次第でご

ざいます。 

今年は明治維新１５０年に当たり、意義を学び、清河八郎先生の行跡を

通して、庄内町の発展に繋げていくために記念事業を行います。関係各団

体、組織が共催して実行委員会の下に実施します。期日は１１月１０日、１１日に亘り、記念

講演会、パネルディスカッション等があり、明治維新を研究している著名な方や、新鋭の研究

者を招きフォーラム等を通して、八郎先生に対する興味、関心を高められより多くの人から先

生に対する理解を深めてもらいたいと思います。折角の機会ですので、是非ご期待の上ご参加

下さいますようお願いするものであります。 

３月に「清河八郎関係書簡第６号」が庄内町のご尽力で発刊されましたが、今号をもってひ

とまず終刊となります。他の事業については計画に沿って実施してまいりますので、一層のご

支援ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

平成２９年５

月３０日、八郎

の妻・お蓮の生

家で育てられて

きた梅の苗木の

植樹式を行いま

した。これは、

故郷のまちづく

り に 取 り 組 む

NPO 法人の矢口

正武代表の橋渡しで実現したもので、顕彰会が清河神社例大祭に併せて行なったものです。 

 例大祭に参列して頂いた大勢の関係者が見守るなか、正木尚文会長、お連生家の菅原善一氏、

NPO 法人の矢口正武代表、原田眞樹庄内町長、吉宮茂議会議長、そして八郎生家の縁戚にあた

る加藤淳氏ら６人から記念植樹をして頂きました。 

菅原氏によると、この苗木は、お蓮が子供の頃登って遊んだ所縁のある木から落ちた実が芽

を出した実
み

生木
しょうぼく

で、７年が経っているとのことでした。八郎とお蓮の１６０年越しの再会に参

列者は感激し、式典後の直会では大いに話に花が咲いていました。 

大勢の崇敬者が見守る中で植樹式が行われました。 



 

 

 
 

 第６回清河八郎文武体験子ども塾  

    

 平成２９年７月３０日（日）旧清川小学校体育館を主

会場に「文武体験子ども塾」を開催しました。地域や学

校での様々な事業が重なりましたが、立川小学校から６

名の子供たちが参加してくれました。 

 一日だけの日

程でしたが、金

華山歓喜寺での

座禅や剣道体験、

それに八郎につ

いて学ぶ講座、

更には自分たち

の手による夕食

づくりの体験と

中身の濃い時間を過ごしました。 

 中でも「夕食のハヤシライスは初めての経験で味見しての感激は忘れられません。」と話して

くれました。また閉校式では特製の終了証を手にして皆さん感激の様子でした。                        

第８４回清河八郎顕彰剣道錬成会 

平成２７年に、これま

で選手控室として使って

いた旧小学校舎が老朽化

して使用不可能となった

ため、奉納剣道大会を止

む無く休止しました。し

かし平成２６年まで８２

回を数えた奉納剣道大会

としての歴史の重みを考

え、大勢の参加者ではな

く実施できる形として、一昨年から開催した

清河八郎顕彰剣道錬成会を平成２９年７月１

日（土）に開催しました。 

厳かに尺八演奏が響きわたる中で、真剣に

よる日本剣道形の奉納に始まり、その後、庄

内地区の教士、錬士の有段者１６名による気

迫溢れる「立ち合い」が行われました。 

参加して頂いた皆さんは、この会場で中学

生時代から「奉納剣道大会」に出場していた

先生方で、昔を思い出し「感慨無量でし

た。」と話していました。 

清清清河河河八八八郎郎郎肖肖肖像像像画画画ととと一一一緒緒緒ににに記記記念念念撮撮撮影影影   

鋭鋭鋭さささががが感感感じじじららられれれたたた立立立ちちち合合合いいい稽稽稽古古古    

鋭鋭鋭いいい踏踏踏みみみ込込込みみみののの「「「立立立ちちち合合合いいい」」」    

袴袴袴姿姿姿ははは立立立派派派ななな少少少年年年、、、少少少女女女剣剣剣士士士ででですすす。。。   
巻巻巻物物物状状状ののの終終終了了了証証証ににに感感感激激激ででですすす。。。    



 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～歩歩いいてて楽楽ししむむ回回天天のの道道とと清清川川歴歴史史のの旅旅～～～～～～～～～～～～  

平成２９年６月１８日（日）に２１名、１０月１５日

（日）に１５名（申し込み１６名）の参加者で両日とも

天候に恵まれての開催でした。 

午前中に回天の道を歩くのは春、秋とも同じですが、

昼食会場を、春は「月の沢温泉北月山荘」、秋は「湯の沢

温泉地蔵の湯」に変えての実施でした。 

また終了後のアンケートに、「午前中汗を流して回天の

道を歩き、入浴してさっぱりした後に清川歩きはちょっと

辛かった。」との声を受け、常任理事会で協議した結果、

今年からは清川の歴史資産をスライドで紹介することにし

ました。約１８分の「歴史の里清川」と題したスライドシ

ョーを作成しましたので、この春の参加者に初公開となり

ます。現在 youtube で見ることができます。「歴史の里清

川」https://www.youtube.com/watch?v=FwGuLdPvzoE 

 

清河八郎記念館コーナー 
庄内町史資料第６号「清河八郎関係書簡六」が発刊されました。

「本号は安政６（1859）年八郎３０歳より文久３（1863）年４月１日

迄の書簡等５０通である。その中には、本年度新たに発見した弟熊三

郎より八郎及び父母宛書簡６通も収録した。特に文久３年２月３日付

と４月１日付の書簡は、浪士組として江戸出立時と京都における八郎

の尊皇攘夷に関する活動の事柄を記したものである。」・・・はしがき

から抜粋。 

※ 記念館で販売しております。（一冊１,３００円（税込み））  

 

 

 

八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命日でもある５月

３０日に、崇敬者約６０名の皆さんからご参列頂き例大

祭を挙行致しました。 

厳かな神事と共に、日本九重流詩吟の会立川支部によ

る奉吟を行った後に、直会に入り、その中で歴史研究家

「あさくらゆう」氏から、最近発見された「浪士姓名

簿」について解説して頂きました。 

この名簿は、八郎が国家急務三事として献策し、許可された浪士組２３５名の出生地や家族

が詳細に書き留められているもので、長年歴史研究家の皆さんが探していたものだそうです。

沖田総司や長倉新八、藤堂平助らが近藤勇方に同居していたとの記載があり、浪士組を知るう

えで貴重な資料になると話していました。 

こんなに採れております 

八郎の肖像画と一緒に記念撮影 

清河神社コーナー 
 

   

解説する「あさくらゆう」氏 



■  平成３０年度清河八郎顕彰会主な事業及び関連事業 

≪明治維新１５０年記念事業≫ 

今年は、明治維新１５０年の記念すべき年です。明治維新の魁、八郎の行跡や明治維新史を

研究している著名な方と新鋭の研究者を招き、八郎に対する興味、関心を高めてもらい、より

多くの人から八郎に対する理解を深めてもらう取り組みにしようと思っています。 

内容はフォーラム形式で１１月１０日（土）に響ホール、１１日（日）に清川公民館で開催

します。詳細は後日、チラシ等でお知らせします。 

≪歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 今年度は春一回の実施を予定しております。八郎が大志を抱き歩んだ肝煎から添川までの山

道（回天の道）を歩き、また清川に伝承されている歴史物語をスライドで紹介致します。 

≪文武体験子ども塾≫ 

 子ども達から八郎が目指した文武両道の道を体験し、実際に学んでもらう事業として定着し

てまいりました。座禅や八郎に関する講義、そして剣道の体験を行うものです。 

≪第８５回清河八郎顕彰剣道錬成会≫ 

 文武両道に秀でた八郎の偉業を讃え、併せて田川地区剣道指導者同士の鍛錬の場として今年

も練成会を開催します。 

≪清河神社例大祭≫ 

 毎年、八郎の祥月命日であり、妻お蓮の月命日でもある５月３０日に挙行致しております。

皆さんも是非八郎の遺徳を偲びご参拝下さい。 

■  顕彰会への加入状況                 （単位：人／△：減）                    

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

平成２９年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比２.０%、６人増とな

っております。平成２１年３月設立した顕彰会も多くの皆様に支えられ、各種事業を展開する

ことができました。 

今年度も引き続き加入をお願いすると共に、未加入の方につきましては、是非、顕彰事業に

ご賛同を頂きご加入くださいますようお願い申し上げます。会員になられますと、記念館入館

無料の年間パスポートや、賛助会員として５，０００円以上の皆様には、庄内町史資料第六号

「清河八郎関係書簡六」を贈呈させて頂く特典を準備しております。 

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）へお願い致します。 

■ 清河八郎記念館 e-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/  

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 28 年度 170 47 19 8 34 16 124 294 

平成 29 年度 167 46 19 11 38 19 133 300 

増   減 △3 △1  3 4 3 9 6 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 


